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日産の電気自動車の系譜とモータ型式

1. 電気自動車とは1. 電気自動車とは

直流電動機

埋込磁石型
同期電動機

誘導電動機

２０１４
e-NV200



2010年12月 量販開始
2012/11月マイナーチェンジ
2015/12月マイナーチェンジ

乗車定員 ： 5名
航続距離 :  228km/280km （JC08モー
ド）
モーター :  80 kW, 254 Nm
バッテリー : 24/30 kWh リチウムイオン

2010年EV元年 EV量産・量販の開始



インバータ＆モータ
(80kW)

LIBパック(24/・30kWh/400V)
LIBモジュール

LIBセル

×48 ×4
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電気自動車の構成とキーコンポーネント

1. 電気自動車とは1. 電気自動車とは
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モータの構造

Front cover Front cover 

Housing Housing 

Rear cover Rear cover 

Resolver
(Rotational position sensor)

Resolver
(Rotational position sensor)

Bearing Bearing 

Stator(Coil) Stator(Coil) 

埋め込み磁石型同期モータで，ハウジングを水冷している

RotorRotor

9

Rotor CoreRotor Core Stator CoreStator Core

1. 電気自動車とは1. 電気自動車とは

MagnetMagnet



インバータの構成
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パワーモジュール（IGBT）はウォータジャケットに装着され、キャパシター、

モータコントローラ、等により構成されている

1. 電気自動車とは1. 電気自動車とは

Case Case 

Capacitor Capacitor 

Water jacket Water jacket 

Power module & driver Power module & driver 

Motor controller Motor controller 

Bus-bars Bus-bars 
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高い信頼性のバッテリー

1. 電気自動車とは1. 電気自動車とは

２０万台

= =
960万
モジュール

3,840万
セル

1台に
モジュール48個

1モジュールに
セル4枚

発火などの
バッテリー重大不具合 件

15年12月時点



EVの走行における電池の使われ方

一
般
道

高
速
道

発進(加速)時発進(加速)時 巡航 時巡航(90km/h)時 減速時減速時

発進(加速)時発進(加速)時 巡航 時巡航(40km/h)時 減速時減速時

力行18kW 力行7kW 回生10kW

力行38kW 力行17kW 回生19kW

0 100 200 300 400 500

SO
C

[秒]

Page 92. 充電システムの概要2. 充電システムの概要
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普通充電

2. 充電システムの概要2. 充電システムの概要

Power

Typical Normal Charging
AC 単相 200V

AC単相200V/3kW - 満充電まで約７時間

基本充電方法 – 定電力制御方式
(Constant Power)

日産リーフ (24kwh)普通充電の場合

0 1h 2h    3h    4h    5h    

柱上変圧器

6,
60

0V

アース

10
0V

単
相

10
0V

単
相

車載充電器

リチウムイオンバッテリ

ECUsECUs

AC単相200Vコンセント
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急速充電

2. 充電システムの概要2. 充電システムの概要

0 10 20 30分

Max
DC500V
50KW

 CHAdeMO仕様

 AC三相200V(日本) ~50kW
 SOC30%→85%の充電に約30分

急速充電のプロファイル例
日産リーフ (24kwh)の場合

車載充電器

リチウムイオンバッテリ

ECUsECUs

急速充電
専用コネクタ&ケーブル

受電
キュービクル 急速充電器

6.6KV
高圧
受電

AC三相200V

AC三相
200V

低圧受電
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CHAdeMO充電方式

QC EV

DC Power   Max125A LB

ECUs

車載普通
充電器

↑10A程度

CHAdeMO Connector

CHAdeMO方式の特長
 車両及び電池状態を常に監視しているECUと専用の通信を行うことで

常に安全が確保された状態を保ち，また車両が自ら算出した，その時々に
最適な充電電流指令に従った電流制御により速やかに充電を実現

 従って充電器が特定車両を意識した制御を行う必要が無く，汎用性を確保
 プロトコルには将来の拡張性が考慮されている一方，後方互換性を支援する

実装を車両メーカ／充電器メーカに促し，新旧のEV,QCが相互接続性を
保ちながら機能拡張してゆくことができる

2. 充電システムの概要2. 充電システムの概要

充電パワー端子
充電制御信号＆CAN
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日産製急速充電器の開発事例

 グローバル製品として量産し，普及を促進する

 マトリクス・コンバータ＋モジュール化/フレーム
+スキン実装によるシンプル化と小型化

4. 日産製急速充電器の開発事例4. 日産製急速充電器の開発事例

EVの更なる長距離運航を
サポートする急速充電器
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使い勝手の良いレイアウトを可能にする小型化・スリム化

■小型化し、スリムにすることで、駐車スペースの有効活用が図れる。

■ ケーブルの支点を高くすることで
操作性を改善

■ 新開発の「イージーグリップ」により、
ケーブルで手を汚すことなく、簡単な
操作が可能

現行型

イージーグリップ

380mmA B C

・設置後も十分な駐車スペースを確保
できる

１ ２

・二枠給電も可能
（充電待ち車両に対応できる）

4. 日産製急速充電器の開発事例4. 日産製急速充電器の開発事例



Page 15

マトリクスコンバータ採用によるパワー回路のスリム化

インバ＾－ター

3Φ
200V

ﾊﾞｯﾃﾘー

DCACDCAC

整流器

ﾄﾗﾝｽ
(高周波)

コンバーター
キャパシタ

遮断器
AC リアクター

キーポイント

バッテリー

DCAC

整流器

AC フィルター

遮断器
ﾄﾗﾝｽ

(高周波)

マトリクスコンバーター

部品点数を削減

一般的な急速充電器のパワー回路構成

日産新型急速充電機

実績はあるが
複雑な回路構成

「マトリクスコンバーター」
採用によるシンプルな回路構成 「直接周波数変換方式」

により、

コンバーター～インバーター

統合を実現。

3Φ
200V

4. 日産製急速充電器の開発事例4. 日産製急速充電器の開発事例
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モジュール化とフレーム+スキン実装によるスリムボディ

AC
入
力
↓

DC
出
力
↓Main

CPU
基板

マトリクス・コンバータ
モジュール

ダイオードモジュール

ELB,NFB,
マグネットスイッチ

ACフィルタ

高周波トランス

3Φ
ＡＣ

Battery

DCAC

Rectfier
ACFilter

Smoosing 

Trans
Matrix Converter

4. 日産製急速充電器の開発事例4. 日産製急速充電器の開発事例
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使い勝手の良いレイアウトを可能にする小型化・スリム化

 初期型に比較して性能同等で約半分のサイズ(容量・重量)に小型化

18
40

m
m

17
00

m
m

640mm 665mm

750mm 380mm
Front/view

Side/view

初期型 普及モデル

4. 日産製急速充電器の開発事例4. 日産製急速充電器の開発事例
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日産NSQC442/443シリーズ

項 目 仕 様

充電方式 CHAdeMO 0.9
最大出力 44kW
入力電源定格 49kW
効率 90%以上

力率 98%以上

寸法 1,840(H)×380(W)×767(D)

重量 約240ｋｇ

NSQC443シリーズ基本仕様NSQC443シリーズ基本仕様

Model STD

COLD

ノーマル
耐塩
ノーマル
耐塩

※ 設置場所ごとの動作環境に応じた基本モデル

-10℃
～40℃

-30℃
～40℃

4. 日産製急速充電器の開発事例4. 日産製急速充電器の開発事例
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EVと充電器を用いた，外部電源装置(V2x)応用と可能性

V
ehicle

L
i B

attery

V2H

Home Load Industry
(Office/Plant)from

to

V2L
(Portable/Movable)

LB2H LB2L LB2O・ LB2P

V2O・ V2P

Vehicle

V2V

LB2V

5. 外部電源装置(V2x)への応用と可能性5. 外部電源装置(V2x)への応用と可能性

ポーチク・ﾐﾆ*
容量1kWh
AC100V/7A

ポーチク・ビッグ*
容量2kWh
AC100V/15A

容量72kWh
AC100V/AC200V

パワーバックアップシステム*

リーフto100V*
AC100V/15A

*: 資料提供 オートモーティブエナジーサプライ(株)

ポーチク・ビッグ*
容量2kWh
AC100V/15A
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V2H (Vehicle to Home)

6.2kWｈ/日 LEAFより給電

照明
照明

外灯

冷蔵庫
TEL電子レンジ電気ポット

TV
ヘアドライヤー

S/W

分電盤

電力制御装置（ＰＣＳ）
(Power Control System)

給電ポート（急速充電ポートを適用）

ハイパワー単
相三線式

100V/200V 
Max6kW

 駐車中の日産リーフのバッテリーから電力制御装置（Power Control System)を経由し、住宅の分

電盤に直接接続するシステム

0

1

2

3

4

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

消費電力量[kWh] 太陽光発電量[kWh]

LEAFへ充電15.4kWh/日

 ピークシフトによる配電網負荷低減と電力

契約の組み合わせによる電力料金の節約

 緊急用電源

 太陽光発電等との連携

[kWh]

[時刻]

5. 外部電源装置(V2x)への応用と可能性5. 外部電源装置(V2x)への応用と可能性
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V2B/O/P (Building/Office/Plant)

5. 外部電源装置(V2x)への応用と可能性5. 外部電源装置(V2x)への応用と可能性

DCAC

A

B

充/給

給

パワーコントローラ
(パワlコン)

DC AC

DC AC

充/給

DC AC

DC AC

PC等の
DC負荷

マンション、
オフィス等

Grid
DC AC

充/給

充/給

AC点

 EV及びEV用リチウムイオン電池を束ねてオフィス/ビルディング/工場へ電源供給

 パワーバックアップシステム* ~リーフ用パックを3～4台搭載(72/96kWh)

2tトラックに搭載可能

*: 資料提供 オートモーティブエナジーサプライ(株)
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急速充電器の今後

 航続距離の更なる延長  大出力化

 急速充電に加えて20kW~30kWの準急速充電器のニーズの
高まり．

 IoTとの組み合わせによる使い勝手の向上や付加価値の提供

 異なる充電方式間の相互乗り入れ  マルチ充電器，アダプタ

 グリッドとの連携や外部電源への応用

6.まとめ6.まとめ
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